
• 当社グループは、「2030年頃に320万kW（80億kWh）以上の拡大※1」を目標に掲げており、再エネの開発加速
およびお客さまとともに進める再エネ拡大にグループ一体となって取り組んでいます。

• 2023年度上期末時点で、約79万kWを拡大（目標に対する進捗率は約25％）。
• 今後も再エネの開発・保有拡大を全国で積極的に進め、我が国におけるエネルギー自給率向上と脱炭素社会の
実現に貢献します。

再生可能エネルギーの拡大に向けた取り組み
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再生可能エネルギー電源の開発加速
■水力、洋上風力、陸上風力、太陽光、地熱、バイオマスの開発、保有拡大
■既存電源の設備改修・強靭化およびかいぜん・DXによる増出力・増電・
効率運用
お客さまとともに進める再エネ拡大

■グループ会社による設備の施工・保守
■お客さまの課題に合った脱炭素サービスの提供

※1 2017年度末比

再エネ拡大目標（保有・施工・保守を含む）

2023.9末

336万kW※2,3

水力 219
(揚水除く)

風力 21
太陽光 61

バイオマス 35

2030年頃

256万kW※2

2017年度末

※2 グループ会社含む設備容量
※3 未運開だが開発決定済み案件を含む

320万kW
(80億kWh)以上の拡大

当社が保有する200ケ所目の
水力発電所である
清内路水力発電所
（大平黒川えん堤）

お客さまとともに進める再エネ拡大
（120万kW以上）
当社グループの再エネ電源の開発加速
（200万kW以上）

2018年度以降の主な開発地点

目標達成に向けた取り組み

清内路水力
5,600kW 2023年10月運転開始

計画・建設中

現在の状況
運転開始

水力
風力
太陽光
バイオマス

あつみ風力
7,400kW 2023年9月運転開始

資料2



【参考】ジェネックスグループとのシナジー
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グループ一体での再生可能エネルギーの拡大
完全子会社化により、ジェネックスグループの経営基盤を強化することで、太陽光発電所の新規開発を加速。
お客さまの非化石価値ニーズの高まりに対応
新規開発電源を小売電気事業者が提供する長期オフサイトPPAサービスの電源として活用。
➡再エネ拡大目標「2030年頃に320万kW以上の拡大」の達成

高いプロジェクト開発力
・用地発掘、獲得機能
・優れた業務品質

・経営基盤強化
・ブランド力の向上

・新規開発の加速
・PPA契約の電源として活用することでお客さまの脱炭素に貢献
・卒FIT電源の獲得、延命・維持等による事業拡大

シナジーの
創出

中部エリアの
再生可能エネルギーの拡大に貢献

サービス
提供者

オフサイトPPAサービスの電源として活用

お客さま

専用電源からの
長期調達

専用電源からの
長期供給

サービス
利用者

発電所
開発・運営

お客さま主導による
新規開発を加速

小売電気
事業者


	スライド番号 1
	スライド番号 2

